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台風の発生予測が可能に！

深海の景色を見てみませんか？

　当機構の地球環境フロンティア研究センター（ＦＲＣＧＣ）、

ハワイ大学国際太平洋研究センター（ＩＰＲＣ）、東京大学気

候システム研究センター（ＣＣＳＲ）の日米共同研究グループ

は、インド洋で現実に発生した２つの台風の再現計算に成

功しました。この成果はアメリカ地球物理学連合（ＡＧＵ）

が発行するＧｅｏｐｈｙｓｉｃａｌ Ｒｅｓｅａｒｃｈ Ｌｅｔｔｅｒｓに掲載され、

２００８年１２月９日に、ＡＧＵが発行する雑誌に掲載された論

文の中から特に注目すべき論文として紹介されました。

　既に発達した台風の進路予報などに比べ、熱帯域の多様

な大気状況に左右される台風の発生の予報は非常に難しい

ことが知られています。今回の研究成果の画期的な点は、

台風の発生とその後の発達過程、進路、そして詳細な内部

構造までを再現できたことです。特に、再現された２つ目

の台風の発生日は計算開始から約２週間も経っており、驚

くべき結果といえます。

　このような成果が得られたのは、当研究グループの佐藤

正樹サブリーダーらが独自に開発した新しい全球モデルＮ

ＩＣＡＭを用いたことによります。ＮＩＣＡＭの特徴は、数ｋｍ

メッシュの超高解像度をとり、全球の一つ一つの積乱雲（十

ｋｍ程度）を忠実に計算する点です。このことにより、従

来の全球モデル（数十～数百kmメッシュ）では捉えることの

できなかった台風発達に関わる詳細なプロセスや内部構造

の変化を計算することが可能になりました。２週間も前の状

況から発生が再現できたのは、この時期に活発化していたマッ

デン・ジュリアン振動という赤道一周規模の変動現象（雲を伴

う）をＮＩＣＡＭが正確に再現できていたことも関係しています。

　今回の結果は、台風発生を始めとする熱帯気象の予測精

度の躍進を期待させるものであり、当研究グループでは、

より高精度の予測を目指してモデルの改善に励むと共に、

地球温暖化時における台風や熱帯の大気状況の変化の予測

研究にも取り組んでいます。

（地球環境フロンティア研究センター）

　当機構では、長年にわたる深海調

査研究で得られた映像をウェブペー

ジにて公開しています。静止画はこ

れまでも「深海画像データベース」

にて公開してきましたが、この度バー

ジョンアップを実施いたしました。

デジタルカメラによる撮影画像やネ

ガフィルムをデジタル化した画像な

どを新たに多数登録し、撮影地点を

確認しながら選ぶことができるよう

になりました。また、動画はこれま

でも当機構が保有する深海映像を数

十秒程度のショットにして、それに

調査場所、調査目的、撮影内容（生物

名や事象）などの情報を付加し「深海

映像データベース」としてストリー

ム配信していましたが、これに加え

本年１月より深海映像記録をノーカッ

トで提供するサービス「深海ビデオキャ

スト」での配信を新たに開始しました。

（海洋地球情報部／Ｙ）

図１． 台風経路の観測と再現の比較。赤は観測結果、緑が再現結果。丸が毎日の９
時（日本時間）の位置で数字は日にち。数値計算は２００６年１２月１５日から２００７年１
月１５日まで。台風ＢｏｎｄｏとＩｓｏｂｅｌが再現されている。

図２． 台風Ｉｓｏｂｅｌの構造の観測と再現の比較。台風の目の壁や螺旋状バンドの構
造がよく捉えられている。

各ウェブページＵＲＬ：「深海画像データベース」ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｊａｍｓｔ
ｅｃ．ｇｏ．ｊｐ/ｄｓｉｄｂ/ｊ/、「深海映像データベース」「深海ビデオキャスト」
ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｇｏｄａｃ．ｊｐ/ｐｏｒｔａｌ/ｐａｇｅ/ｐｏｒｔａｌ/ＧＤＣ/ＧＰＳＳ２１６
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●アプリケーションラボ国際シンポジウム
　　平成２１年１月２８日（水）、ＡＰＬ（アプリケーションラボ）国際シンポジ
ウムが開催され、約１３０名が参加されました。午前中のセッションでは
米国ＩＲＩの所長から世界展開する気候予測応用研究について、ＡＰＥＣ
気候センターの所長からは気候研究と現場の連携の現状などについ
て講演がありました。午後のセッションでは、ＡＰＬ研究成果の報告、ま
た大旱魃に見舞われた豪州の牧場経営者などから、ＡＰＬへの感謝と
期待が述べられ、盛況の内に終了しました。
●第11回全国児童「ハガキにかこう海洋の夢コンテスト」募集終了
　　平成２０年１２月１日から平成２１年１月３１日まで募集しました当コンテ
ストに、全国より２４，２８０点（第１０回は１８，６２６点）の作品が寄せられまし
た。ご応募ありがとうございました。今年新設したアイディア部門には

　４，３４７点の自由なアイディアが寄せられました。２月１８日に最終審査会
を行い、入賞作品は３月中旬からホームページ等で公開予定です。
●第５回 生命の星・地球博物館、ＪＡＭＳＴＥＣ共催 公開講演会
　丹沢や箱根など地質学研究の重要なフィールドである神奈川県西
部での研究成果報告会として、博物館とＪＡＭＳＴＥＣ地球内部変動研
究センターの共催で始まった本講演会。５回目となる今回は、「南海ト
ラフ巨大地震研究の最前線―次の東海・東南海・南海地震の再来への
備え―」と題して、地球内部変動研究センターの金田義行が講演を行
いました。また、博物館の笠間学芸員による「６万５千年前の箱根火山
大噴火―東京軽石火砕流堆積物の研究最先端―」、田代広報課長より
２００８年のＪＡＭＳＴＥＣ１０大トピックス紹介も行われました。聴講者の
みなさまの関心も高く、質疑応答も活発に行われました。

●横浜研究所地球情報館　毎月第３土曜日開館
　　横浜研究所では地球情報館（映像展示室、ギャラリー、図書館）を毎
月第３土曜日に開館し、公開セミナー等の特別企画を実施しています。
この機会にぜひご来館ください。（入場無料、予約不要）
　日時：平成２１年３月２１日（土）１０：００～１７：００
　・第９３回地球情報館公開セミナー（１３：３０～１５：００　三好記念講堂）
　タイトル：「熱帯気象の主役－積乱雲」
　講演者：吉　正憲（地球環境観測研究センター 海大陸観測研究計画 
プロジェクトディレクター）
　・実験教室（１０：３０～１１：００、１４：００～１４：３０）
　・「地球シミュレータ」見学ツアー（１１：００～１１：３０、１５：３０～１６：００）
●第２回海洋と地球の学校
　「地震・掘削・水・バイオ」
　～四国南海トラフ・四万十付加体から海洋と地球を考える～
　２１世紀の海洋科学研究を担う人材育成のプログラムです。本年度は
南海トラフの入り口に位置する四国高知で開催します。
　日時：３月２４日（火）～２７日（金）（４日間）
　場所：海洋研究開発機構　高知コア研究所など

　内容：講義、室戸の海洋と地球の巡検、関連施設の見学
　対象：大学生及び大学院生（短期大学、高等学校専攻科を含む）
　参加費（３泊４日）：約３０，０００円（現地までの交通費は各自負担）
●ブルーアース'０９
　当機構が保有する研究船「なつしま」、「かいよう」、「よこすか」、「か
いれい」、「みらい」を使用した研究の成果報告・発表会を開催いたし
ます。（入場無料、申込不要）
日時：３月１２日（木）９：２０～１８：１０、１３日（金）９：３０～１７：３０
場所：立教大学　池袋キャンパス７号館　（最寄駅：池袋）
●平成２０年度　地球環境観測研究センター／地球環境フロンティア研
究センター「合同成果発表会」
　両研究センターにおける研究活動の相互理解と協力を主目的とし
て開催いたしますが、どなたでも参観可能です。入場を希望される場
合は、事前に下記問合せ先までご連絡ください。
日時：平成２１年３月１６日（月）　９：３０～
場所：海洋研究開発機構　横浜研究所　三好記念講堂
使用言語：英語
問合せ先：地球環境観測研究センター研究推進室 板倉（０４６-８６７-９４１９）

　今月号にて紹介しました台風の発生予測ないしは将来地球温暖化時における台風や熱帯の変化予測にも繋がる研究成果、そして外部からの
委託による海底の地下構造探査の解析作業等、地球環境の変動に関わる研究が着実に進んできていますが、研究の質や精度の向上に欠かせな
いのが、これらの研究を支える研究船や観測機器、計算機群等研究資源の機能向上です。研究の精度向上に見合った研究資源の技術開発があっ
てこそ、優れた研究成果が可能となるという意味では、両者は不可分の関係にあります。機構は今後も、両者のバランスをとりながら事業を
推進し、社会貢献に繋げていく考えです。

■ 編集後記

■ イベント開催報告

■ イベントのお知らせ（詳細はホームページhttp://www.jamstec.go.jp/をご覧下さい。）

「JAMSTEC中西賞 が制定NEWS

　海洋科学技術センター（現ＪＡＭＳＴ
ＥＣ）元理事の故中西俊之博士を記念し、
日本海洋工学会において「ＪＡＭＳＴＥ
Ｃ中西賞」が制定されました。博士は、
昭和５１年に海洋科学技術センターに
研究副主幹として入所され、その後、
研究主幹、海洋研究部長、技術相談
役（非常勤）、理事（非常勤）を歴任さ
れました。博士は、当初から潜水調
査船のソーナーシステム、海洋音響
トモグラフィシステムの開発や海洋
観測船の建造など海洋音響や海洋工
学の研究開発分野で顕著な業績を残し、
潜水調査船建造プロジェクトの主要
メンバーとして大きな役割を果たさ
れました。特筆すべきことは、「しん
かい６５００」の最大潜航深度試験に乗
船し、有人としては、公式記録とし
て我が国潜航最大深度（６５２７ｍ）の潜

航記録を保持されております。また、
博士は、「技術力の向上のためには、
研究者や技術者の育成が最も重要で
ある。」との信念をもち、後進の指導
にも尽力されましたが、惜しくも平
成１７年に７２歳で急逝されました。
　博士の死後、ご遺族より「日本の
海洋工学発展のため」という主旨で
申し出のあった寄付について、博士
の遺志および遺族の意向を基に日本
海洋工学会において運用を検討の上、
当機構英語名及び故中西氏の名を冠
した賞の制定に至りました。この賞
を運営する日本海洋工学会は、９つ
の学会（海洋音響学会、海洋調査技
術学会、資源・素材学会、石油技術
協会、土木学会、日本沿岸域学会、
日本建築学会、日本水産工学会、日
本船舶海洋工学会）により構成され

ますが、加盟する各学会から推薦のあっ
た研究者に「ＪＡＭＳＴＥＣ中西賞」が
毎年送られることになります。

（経営企画室）
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